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毛
細
血
管
は
、
様
々
な
血
管
の
中
で
も
細
胞
が
生
命
活
動
を
営
む
た
め
に
重
要
な
血

管
で
す
。
す
べ
て
の
細
胞
の
０.

０
３
ミ
リ
以
内
に
は
毛
細
血
管
が
あ
り
、
細
胞
の
活

動
を
維
持
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
老
化
、
脂
肪
や
糖
分
の
多
い
食
生
活
や
不
規
則
な

生
活
、
ス
ト
レ
ス
な
ど
の
刺
激
が
繰
り
返
さ
れ
る
と
、
毛
細
血
管
が
傷
つ
き
、
血
液
の

流
れ
の
悪
い
「
ゴ
ー
ス
ト
血
管
」
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
毛
細
血
管
の
健
康
が
、
細

胞
、
身
体
の
若
さ
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
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人
体
の
す
べ
て
の
血
管
の
長
さ
を
合
計
す
る
と
約10

万
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
地
球
を2

周
半
す
る
長
さ
に
相
当
し
ま
す
が
、
そ
の
う
ち9

9

％
が
直
径10

分
の1

ミ
リ
（
毛
髪
の10

分
の1

）
程
度
の
極
細
の
毛
細
血
管
で
す
。

こ
の
毛
細
血
管
を
流
れ
る
血
流
は
、
微
小
循
環
と
呼
ば
れ
、
全
身
の
細
胞
へ
必
要
な

酸
素
や
栄
養
素
を
届
け
た
り
、
不
要
な
二
酸
化
炭
素
や
老
廃
物
を
回
収
し
た
り
し
て
い

ま
す
。
全
身
の
一
つ
一
つ
の
細
胞
に
血
液
が
行
き
渡
る
こ
と
で
正
常
な
生
命
活
動
を
営

む
こ
と
が
出
来
て
い
る
の
で
す
。

食
生
活
な
ど
の
生
活
習
慣
か
ら
、
血
管
の
健
康
度
を
推
測
す
る
こ
と

が
出
来
ま
す
。

下
の
表
に
あ
る
【
血
管
の
健
康
度
チ
ェ
ッ
ク
】
で
該

当
す
る
数
が
多
い
ほ
ど
、
「
ゴ
ー
ス
ト
血
管
リ
ス
ク
度
」
が
高
く
な
り

ま
す
。

□脂っこいものが大好きで、油物を中心に食べ
る
□濃い味付けが好み
□外食と加工食品が多い
□甘いものが大好き
□ストレスが多く、いつも気持ちが急いでいる
□心底から楽しめる趣味がない
□タバコを吸っている
□睡眠時間が短く、寝不足だ
□睡眠時無呼吸症候群がある
□運動はしないし、いつも車で移動する
□血圧が高め
□コレステロール値が高め
□太っている
※該当する項目が多いほど、血管の状態は良く
ない

顕
微
鏡
で
観
察
す
る
と
、
毛
細
血
管
は
あ
る
の
に
血
液
が
流
れ
て
い

な
い
状
態
や
短
く
な
っ
た
毛
細
血
管
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
が
「
ゴ
ー
ス
ト
血
管
」
で
す
。
（
オ
リ
ー
ブ
健
康
館
で
毛
細
血
管

の
顕
微
鏡
チ
ェ
ッ
ク
で
き
ま
す
！
）

そ
し
て
血
流
の
滞
り
が
続
く
と
、
毛
細
血
管
は
使
わ
れ
な
く
な
っ
て

し
ま
い
、
や
が
て
「
ゴ
ー
ス
ト
血
管
」
は
消
滅
し
て
い
き
ま
す
。

毛
細
血
管
が
減
少
す
る
原
因
の
一
つ
は
加
齢
で
す
。4

5

歳
頃
か
ら
一

気
に
少
な
く
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
最
近
で
は
若
い
方

に
も
ゴ
ー
ス
ト
血
管
が
見
ら
れ
、
年
齢
だ
け
で
な
く
、
様
々
な
生
活
習

慣
が
影
響
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

（写真協力／あっと株式会社 血管美人）

ゴースト血管と体の変化
●手の甲や腕に、以前より血管が浮き出てきた。
●あざなどが出きやすく、治りにくい。
●肌の乾燥、くすみ、しわが増えた。
●薄毛、白髪が気になる。
●目が乾きやすい。目のかすみや目やになどが出る。
●口が乾きやすい。飲み込みにくい。

●爪が白っぽい。筋が入る。凸凹ができる。
●眠れない、眠りが浅い、目覚めが悪い。
●体がだるい、疲れやすい。
●やる気が出ない。イライラ、不安感。
●物忘れが増えた。

みなさん、NO（一酸化窒素）って知っていますか？

薬局オリーブファーマシー
オリーブ健康館
薬局長 宮野訓夫

NO（エヌオー）は、血管の筋肉を緩めて血圧を
コントロールしたり、血管に付いた傷の修復を
担っている物質で、私が発見しました。

ルイス・イグナロ博士
1998年「NO」の働きを発
見したことで、ノーベル
医学・生理学賞を受賞！

どうやったら、NOを増やせるの？

①下半身、特にふくらはぎを鍛えよう！第二の心臓とも呼ばれるポンプ力があります。
②体を温めよう！体が温まると血管が広がりやすくNO力UPにも◎
③質の良い睡眠！寝ている間に血管は修復されています。

活血、調経、消腫等を目的として婦人病や循環器病等に使われてきた「丹参」。
その他に肝臓病や糖尿病合併症などにも有効と報告されています。
また最近、丹参を含む「冠元顆粒」に血管の一酸化窒素を増やし、血管の状況を改善する働きがあ
るという結果も発表されました。冠元顆粒を投与した場合、一酸化窒素合成酵素を作る遺伝子の増
加・一酸化窒素合成酵素の量が増える・一酸化窒素の増加・血流の改善という作用があります。
（京都大学家森研究グループの研究レポートより）丹参

血管の内側の壁は、血管内皮細胞という薄い細胞の膜に覆われています。
血管が原因の病気の多くは、「血管内皮細胞」が傷つくことで引き起こさ
れます。血管内皮細胞が傷つくと、NOの分泌がすくなくなり、ますます血
管内脾細胞の障害が進むという悪循環に陥ってしまいます。
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